
- 1/6 -

安

積

の

誇

り

・

プ

ラ

イ

ド

安

積

高

等

学

校

長

久

保

田

範

夫

本

年

四

月

一

日

に

着

任

し

ま

し

た

。

ま

ず

は

自

己

紹

介

を

申

し

上

げ

ま

す

。

田

村

市

大

越

町

出

身

、

安

積

八

十

八

期

生

で

、

一

年

次

の

担

任

は

竹

花

栄

明

先

生

、

二

～

三

年

次

は

吉

田

清

蔵

先

生

(

五

十

四

期

)

で

し

た

。

生

徒

会

副

会

長

を

務

め

、

八

十

八

・

九

十

周

年

の

二

回

の

学

校

祭

（

当

時

は

ま

だ

「

紫

旗

祭

」

と

は

言

わ

な

か

っ

た

）

を

経

験

、

今

回

校

長

と

し

て

着

任

し

た
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直

後

に

、

当

時

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

校

長

室

の

戸

棚

の

中

か

ら

発

見

し

て

大

変

感

激

し

ま

し

た

。

そ

の

後

、

国

語

教

師

と

し

て

昭

和

六

十

一

年

か

ら

十

一

年

間

、

母

校

安

積

の

教

壇

に

立

ち

ま

し

た
。

恩

師

で

も

あ

る

国

語

の

長

嶺

力

夫

先

生

や

吉

田

彌

校

長

先

生

と

同

じ

空

間

で

緊

張

の

日

々

を

過

ご

し

ま

し

た

。

こ

の

間

、

生

徒

会

や

應

援

團

、

更

に

野

球

部

の

第

三

顧

問

を

務

め

る

な

ど

し

ま

し

た

。

そ

の

後

、

県

教

育

庁

に

三

度

、

足

か

け

十

一

年

間

勤

務

し

、

学

校

経

営

支

援

課

長

（

学

校

の

管

理
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部

門

に

当

た

り

、

現

在

は

高

校

教

育

課

に

改

編

）

と

し

て

仕

事

を

し

て

い

る

中

、

東

日

本

大

震

災

が

発

生

、

警

戒

区

域

等

の

学

校

再

開

に

努

め

、

教

育

次

長

と

し

て

県

内

外

で

避

難

生

活

を

余

儀

な

く

さ

れ

て

い

る

児

童

生

徒

等

約

一

万

四

千

人

が

ど

う

し

た

ら

福

島

県

に

戻

っ

て

来

て

く

れ

る

か

、

頭

を

痛

め

続

け

ま

し

た

。

四

月

八

日

、

第

百

二

十

九

期

生

入

学

式

で

、

私

は

次

の

よ

う

に

生

徒

達

に

語

り

か

け

ま

し

た

。

─

─

─

他

校

で

は

「

平

成

○

○

年

度

入

学

式

」

で
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あ

り

、

「

第

何

期

生

入

学

式

」

と

し

て

い

る

の

は

安

積

だ

け

。

こ

こ

に

は

、

安

積

と

い

う

場

所

で

三

年

間

の

時

を

過

ご

し

た

数

多

く

の

先

輩

た

ち

の

熱

い

思

い

が

込

め

ら

れ

て

い

る

。

創

立

百

二

十

九

年

目

に

入

学

、

同

期

生

と

共

に

安

積

の

時

間

を

刻

ん

で

い

く

、

そ

の

こ

と

を

強

く

心

に

と

ど

め

て

ほ

し

い

と

の

思

い

だ

と

考

え

る

。

こ

の

安

積

で

、

場

所

・

時

間

や

言

葉

・

記

憶

を

共

に

す

る

こ

と

、

言

い

換

え

る

と

、

勉

学

に

励

み

、

部

活

動

で

仲

間

の

大

切

さ

を

実

感

し

、

紫

旗

祭

で

ク

ラ

ス

が

一

つ

に

な
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り

、

安

積

の

空

気

を

胸

一

杯

吸

い

込

み

、

「

安

積
」

と

い

う

学

校

文

化

を

三

年

間

共

有

す

る

こ

と

、

こ

れ

こ

そ

が

安

積

で

学

ぶ

最

大

の

意

義

で

あ

り

、

そ

し

て

、

安

積

の

誇

り

・

プ

ラ

イ

ド

で

あ

る

と

私

は

思

う

。

─

─

─

着

任

し

て

約

三

か

月

が

経

過

し

、

生

徒

、

一

教

諭

、

そ

し

て

今

回

校

長

と

し

て

母

校

安

積

に

三

度

も

関

わ

る

こ

と

が

で

き

る

幸

せ

を

か

み

し

め

な

が

ら

、

学

び

の

苑

・

安

積

の

高

い

志

を

持

つ

生

徒

達

の

夢

を

実

現

さ

せ

る

べ

く

努

め

て

い

ま

す

。
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来

年

、

安

積

は

創

立

百

三

十

周

年

を

迎

え

ま

す
。

桑

野

会

各

支

部

の

皆

様

に

も

、

何

か

と

御

協

力

を

い

た

だ

く

こ

と

が

あ

る

か

と

思

い

ま

す

が

、

今

後

と

も

本

校

の

教

育

活

動

に

御

理

解

と

御

支

援

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。
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